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「児童館」
4 16 5 15月 日～ 月 日

休のお み

開館時間 午前 時～午後 時

共通： 月 日（土）～ 日（金）
月 日（月）～ 日（水）

月 日（月）
月 日（木）、 日（月）

月 日（金）、 日（金）
月 日（金）、 日（金）
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お れ

どもの の い

の のプレゼントつくり

なかよしひろば

たのしい と しばいの

ボランティアのおはなし

パネルシアタ にんぎょうげき

システム のため します

別 会

子 日 集

母 日

絵本 紙 会

婦人 会

ー

入替 休館

・ 月 日 土）午前 ～
今 児童館 別 。

最後 楽 。
友 誘 参加 。
・参加申 込 月 日 木
・参加費 無料

・ 月 日 水）午前 ～
新 児童館（旧小川第 保育園）
ー 。

思 遊
。 遊 来 ！

・参加費 無料

・ 月 日 日）午前 ～
月 第 日曜日 『母 日』 。

気持 、
。

・参加申 込 月 日 金
・材料費 円

・ 月 日 木）午前 ～
就学前 子 保護者 皆 、
一緒 楽 。

気軽 参加 。
・参加申 込 月 日 日
・参加費 円

・ 月 日 木）午前 ～
・場所 馬頭図書館 視聴覚室
小 子 会 。
親子 一緒 越 。

・ 月 日 日）午前 ～ ・場所 小川公民館 階
・ 月 日 土）午後 ～ ・場所 馬頭図書館 児童室

昔
絵本 紙 読 。

・ 月 日 土）午後 ～
・場所 馬頭図書館 視聴覚室

次 期間休館 。
休館中 資料 返却 、馬頭図書館 返却 利用

。
・小川図書館 月 日 金 ～ 日 金
・馬頭図書館 月 日 土 ～ 日 金
月 日 土 通常開館 。
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もうすぐ の とはお れです
にみんなで しくすごしましょう
だちを って してください

し み まで

しい の
オ プンです
みんなで いっきり びまし
ょう ぜひ びに てね

の は の です
ありがとうの ちをこめて ステキな
プレゼントをつくりましょう

し み まで

のお さんと の さん
に しくすごしましょう

どうぞお に してください
し み まで

さいお さまのためのおはなし です
でご にお しください

おはなしじょうずなボランティアさんが ばなしの
や しばいを んでくれます

の します
の の は の ポストをご

ください
まで
まで

からは します

※ 知お らせ

4月 日 月 ～ 日 金 移転準備
館内 遊 。

協力 願 。

26 ( ) 30 ( )まで のため
では べなくなります

ご よろしくお いいたします

アトリエびっきさんが えほんのおはなしや ばなしを
やパネルシアタ にしました びやおうたもあります

、 昔 、人形
劇 ー 。手遊 。
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馬頭図書館休館日 小川図書館休館日

小川児童館 月 日 旧小川第 保育園
跡地（小川小学校東側隣地） 移転 ！
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（住民基本台帳）

男 人（ ）
女 人（ ）
計 人（ ）

世帯数 （＋ ）

（ ）内 前月 比較

9,702 22
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19,344 48
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